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バックアップナース、病児・病後児保育室、問い合わせ数
【１２月２０日～１月１９日までの利用状況】

バックアップナース 依頼回数          14    回 稼働回数    13  回

病児・病後児保育室 依頼回数            3      回 利用回数   3     回

問い合わせ/カウンセリング 0   回  / 1 回

※病児・病後児保育室は全職員・学生がご利用になれます

https://forms.gle/c2

vGA13D3mw7N2E

q6

第44回 二輪草セミナー

『パパ育休について知ろう！』
日 時： 令和8年 2月17日㈫ 17：30～19：00
場 所： 臨床第3講義室
対 象： 全職員

17：30～ 開会の挨拶(西川 祐司学長）

～第1部～看護師・薬剤師・医師からのパパ育児経験談

1. 『夫婦で育児休業同時取得のメリットを最大化
           ～家事・育児の役割分担～ 』

【看護師】酒井 正利さん(救命救急）・酒井 はるなさん(9階西）

2. 『はじめてのパパ』
【薬剤師】小林 直貴さん(主任薬剤師）・小野 尚志さん(副薬剤部長）

3. 『男性医師における育児休業の実際
   ～2度の育休を経験して～ 』

泌尿器科 菊池 大樹先生

  『男女共同参画時代の責任者としての心構え』
   沼倉 一幸教授

  『パパ育休が作る組織の力』
    NPO法人ファザーリング・ジャパン北海道 代表理事 谷内 政昭さん

18：55～ 閉会の挨拶(東 信良 病院長）

司会： 二輪草センター長 谷野 美智枝

北海道三大学の医学生とキャリアを考える会 講演報告

二輪草副センター長 菅野 恭子

       【お問い合わせ先】
旭川医科大学 二輪草センター（復職・子育て・介護支援センター）

   〒078-8510 北海道旭川市緑が丘東2条1丁目1-1
         TEL : 0166-69-3240（内線3240) サンニンヨレ FAX : 0166-69-3249

           開設時間  ：8時30分～17時15分 E-mail: nirinsou@asahikawa-med.ac.jp
             ホームページ：   http://www.asahikawa-med.ac.jp/hospital/nirinsou/

2025年12月7日、「北海道三大学の医学生とキャリアを考える会」を、札幌会場・
旭川会場・Web配信によるハイブリッド形式で開催しました。
本会は、北海道内三大学の医学生を対象に、地域医療および外国人医療の第一線
で活躍する医師の実践的な経験を共有し、将来のキャリア形成や医師としての社
会的役割について考える機会を提供することを目的として開催しました。特に、
「誰も取り残さない医療」という理念のもと、地理的・文化的・社会的背景の違
いにより医療へのアクセスが制限されやすい人々に対する医療の在り方を学ぶこ
とを重視しました。
講演①では、礼文町国民健康保険船泊診療所所長の升田晃生先生より、「礼文

島で出会えた奇跡」と題して、礼文島における地域医療・離島医療の現状と課題
についてご講演いただきました。礼文島では人口減少と高齢化が進み、高齢化率
は約39％に達しています。限られた医療資源の中で、市立稚内病院や名寄市立総
合病院、旭川医科大学病院などと連携しながら診療が行われている現状が紹介さ
れました。診療所では、外来・入院診療に加え、健（検）診、ワクチン接種、が
ん治療の継続、遠隔妊婦健診など、多職種連携による包括的医療が実践されてい
ます。また、中学生の職場体験や高校生・研修医の受け入れなど、人材育成への
取り組みも紹介されました。さらに、升田先生ご自身のキャリア形成について、
離島で求められる総合的診療能力を身につけるために幅広い分野の研鑽を積まれ
てきた経験が語られ、医学生にとってキャリアを主体的に考える重要性が示され
ました。
講演②では、勤医協札幌病院産婦人科の長島香先生より、「産婦人科における

外国人医療」と題して、外国人患者を対象とした診療の実際についてご講演いた
だきました。診療の現場では、アジア・アフリカ諸国出身の留学生や外国人労働
者が多く、言語や文化、宗教の違いに配慮した対応が不可欠であることが具体例
とともに示されました。英語や通訳デバイス等を用いた工夫に加え、宗教的背景
に配慮しながら医学的リスクを丁寧に説明し、患者の価値観を尊重した対話を重
ねる重要性が強調されました。また、在留資格や社会的孤立など、外国人妊婦が
抱える社会的課題についても言及されました。
本講演会を通じて、参加した医学生は、地域医療・外国人医療に共通する医療の
公平性や対話の重要性、社会的背景を踏まえた医療の本質を学ぶことができまし
た。医師としてのキャリアは一様ではなく、社会のニーズに応じて主体的に築い
ていくものであることを学ぶ、意義深い機会となりました。

～第2部～特別講演
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